
参照指数のお知らせ

＊ 上記の運用実績は過去の実績であり、将来の運用実績を示唆あるいは保証するものではありません。

出所：ゴールドマン・サックスから提供を受けたデータをもとに第一フロンティア生命作成

この資料は、5ページ構成です。必ず他のページとあわせてお読みください。 1／5ページ

参照指数のお知らせ

2026年1月末現在

国内債券

設定日は2024年8月1日です。

参照指数の投資対象と資産配分比率

対象資産

国内株式

新興国株式

＊

騰落率
（1ヵ月）

資産配分比率

前月末 当月末

2.97% 6.84% 7.95%

0.64% 8.33%

1.57% 0.00% 0.78%カナダ株式先物

オーストラリア株式先物

新興国株式先物

日本国債先物

12.46%

3.22% 0.00% 2.69%

1ヵ月騰落率は各対象資産を豪ドル建てエクセスリターンに換算し、月末営業日の参照指数に対応する値を基に計算したものです。

先進国債券

参照指数の騰落率

1ヵ月 0.30%

3ヵ月 -1.06%

参照指数の推移

この商品は、第一フロンティア生命を引受保険会社とする生命保険です。預金とは異なり、また、元本割れすることがあります。

参照指数の内容

参照指数の名称 指数スポンサー 指数助言会社

世界資産分散投資指数（豪ドル） ゴールドマン・サックス・インターナショナル
バーテックス・インベストメント・

ソリューションズ株式会社

参照指数
100.08

（ 2026年1月末 ）

2.37% 0.92% 2.80%

投資対象

日本株式先物

アメリカ株式先物

欧州株式先物

イギリス株式先物

6ヵ月 1.34%

1年 0.10%

3年 -

0.24%設定来

先進国株式

-0.29% 3.35% 1.06%

1.27% 1.79% 0.68%

11.28% 2.47% 3.09%

-0.86% 30.22% 37.52%

-0.60% 6.29% 3.85%

0.43% 6.37% 3.26%

アメリカ国債先物

ドイツ国債先物

イギリス国債先物

カナダ国債先物

オーストラリア国債先物

　　　短期金融資産（現金）

0.12% 6.20% 2.24%

-0.28% 5.65% 2.81%

21.57% 18.83%

＊

97

98

99

100

101

102

2024/8/1 2024/11/1 2025/2/1 2025/5/1 2025/8/1 2025/11/1

この商品には、年金額を定めるしくみとして「指数あり」「指数なし」があります。

「指数あり」の年金額は、「定額部分の年金」と「上乗せ部分の年金」の合計額となります。

このレポートは「上乗せ部分の年金」の金額を計算するために用いる参照指数の動向について説明するものです。
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運用概況

以下は、ゴールドマン・サックスから提供を受けた情報を基に作成しています。

＜市場概況＞

以下は、指数助言会社であるバーテックス・インベストメント・ ソリューションズ株式会社から提供を受けた情報を基に作成しています。

【市場環境】

<リスク性資産>
国内株式市場は上昇しました。米国の半導体関連株の上昇や円安進行に加え、高市早苗首相が衆議院を解散する意向との報道を受けて財政拡張を
伴う経済政策への期待が強まったことなどを要因に上昇しました。その後、米欧の貿易摩擦懸念を背景としたリスクセンチメントの悪化、日米金融当局
の為替介入への警戒感から円高が進んだこと等を受け下落しましたが、月間を通し上昇し終えました。

米国株式市場は上昇しました。米国のテクノロジー株が上昇したことや、米連邦準備制度理事会（FRB）による利下げ期待が維持されたこと等を背景に
上昇しました。その後、米欧摩擦懸念を背景としたリスクセンチメントの悪化、トランプ米大統領がFRBの次期議長の人事を公表したことによりタカ派的
な金融政策になるとの警戒感等を要因に下落しましたが、月間を通し上昇し終えました。

<安定資産>
国内債券市場（10年国債）は下落（金利は上昇）しました。高市早苗首相が衆議院を解散する意向との報道や消費税減税が与野党の公約に掲げられ
たことで財政悪化懸念が強まったこと等を背景に下落（金利は上昇）しました。

米国債券市場（10年国債）は下落（金利は上昇）しました。米欧間の貿易摩擦への懸念が高まったことで米国資産への需要が後退したことやトランプ米
大統領がハセット米国家経済会議（NEC）委員長を新FRB議長に指名することに難色を示したことで年内の利下げ観測が後退したこと等を背景に下落
（金利は上昇）しました。

【資産配分状況】
当月は、外国債券、国内株式の配分を引き下げ、国内債券、外国株式の配分を引き上げました。
※上記はボラティリティコントロール前の資産配分に関するコメントであり、実際の指数における資産配分とは異なる場合があります。

資産配分の推移

1月の株式相場は、前月末比でそれぞれ国内株式相場は4.62%、米国株式相場は0.62%、欧州株式相場は2.62%、英国株式相場は2.85%、カナダ株式相
場は▲0.87%、豪州株式相場は1.74%となり、新興国株式相場は8.95%でした。一方債券市場は、日本10年債利回りは0.19%上昇（価格は下落）、米国10年
債利回りは0.11%上昇（価格は下落）、欧州10年債利回りは▲0.01%低下（価格は上昇）、英国10年債利回りは0.02%上昇（価格は下落）、カナダ10年債利
回りは0.01%上昇（価格は下落）となり、オーストラリア10年債利回りは0.06%上昇（価格は下落）しました。

＜運用概況＞

参照指数（AUD）は前月末比で0.30%上昇しました。組入資産のパフォーマンスについては、ドイツ国債、日本株式、アメリカ株式、イギリス株式、新興国
株式はプラスに寄与しました。日本国債、アメリカ国債、オーストラリア国債、欧州株式はマイナスに影響しました。当月の運用総額（ポジション量）の平
均は88.40%となりました。
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この保険のしくみと特徴

＊ 本資料は「指数あり」にのみ関連する情報をご提供しています。
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参照指数のしくみ

この資料は、5ページ構成です。必ず他のページとあわせてお読みください。 4／5ページ



この保険商品のご検討に際しては、必ず外貨建保険販売資格を持つ生命保険募集人にご相談ください。

この資料は参照指数に関する内容を参考情報としてお知らせするために作成したものです。ご検討・お申込みに際しては、
「契約締結前交付書面（契約概要／注意喚起情報） 兼 商品パンフレット」「ご契約のしおり・約款」などをお読みください。

［募集代理店］ ［引受保険会社］
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この保険のリスクと費用について

(登)B24F0156(2024.08.26)


